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参考資料 １ 
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1．第 4 回三郷市景観協議会の指摘事項と対応事項 
整理 
番号 

指摘事項 対応事項 

1 

【色彩基準について】 

●色彩基準を設定す

る場合に、嫌なもの

を排除する考え方

の性悪説に立ちす

ぎると創造的な発

想を阻害してしま

う事が懸念される

ので、あまり厳しい

基準は三郷市では

馴染まないのでは

ないかと思います。 

説明資料 2 P-11 

○色彩を含め景観形成基準の考え方を、「運用開始後の一定期間は許容

範囲のやや広い『緩やかな基準』とします」と定めております。その

ため、改めてこの考え方に沿って色彩基準の見直しを行います。 

2 

【色彩基準について】 

●強調色を自由に使

えるような数値設

定をするのであれ

ば一言、定量的な基

準は定めないが別

途、定性的な基準で

みていきますと文

言で定めておく方

が合理的ではない

か。 

説明資料 2 P-21 

○ロの強調色は、「各地区とも定量的な定めは設けませんが定性的※な基

準で誘導等を行う」旨の文言を加えます。 

※対象の状態を丌連続な性質の変化に着目してとらえること。 
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整理 
番号 

指摘事項 対応事項 

3 

【色彩基準について】 

●屋根の基準は市、一

律同じにした方が

分りやすくなり、運

用もしやすいので

はないか。 

 

説明資料 2  P-22～25 

○表の屋根の基調色の明度を、全地区とも明度 2～6 に統一します。 
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整理 
番号 

指摘事項 対応事項 

4 

【良好な色彩づくりへと市民

の意識を導くための色彩基

準の考え方について】 

●色彩基準等の設定において、

市民の意識をどのように導く

ための基準づくりなのか主旨

が読み取れません。 

単純に景観を損なわないため

に緑がある住みやすい街をつ

くると言われても、意識を持

っていけないというのが事実

だと思いますので、そのよう

な意識をどのような形で持っ

ていくべきというところから

始めてほしいと思いますがど

うでしょうか。 

説明資料 2  P-22～25 

○各地区の「色彩基準の設定」の項に、下記の色彩基準の考

え方の文言を追記します。 

【住居・自然系が主となる地区】 
・本地区は、主に住居環境やみず・みどりの自然環境に調和するよう、「落ち

着き」や「潤い」、「親しみ」の形成を図る色彩とします。 

【商業系が主となる地区】 
・本地区は、主に商業系環境に調和するよう、「ゆとり」や「賑わい」、「憩い」

の形成を図る色彩とします。 

【新三郷ららシティ地区】 
・現在形成されている良好な景観の保全と育成を図る色彩とします。 

【三郷中央駅地区】 
・本地区が目指す、「人々が集い、暮し、働き、楽しみ、憩う」市民空間の形

成を図る色彩とします。 
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整理 
番号 

指摘事項 対応事項 

5 

【ゴミ置き場に関する設置

基準と景観形成基準との

整合について】 

●ゴミ置き場の露出等の記述

について、設置基準上では

道路に面したところとなっ

ていますが、景観との整合

をどうお考えでしょうか。 

説明資料 2  P-14 

○表の種別「⑫付帯施設」を、「駐車場、ごみ置き場などは、露

出が過度にならないように配慮します」に修正します。 

6 

【景観条例の基本理念の文

言について】 

●景観条例の基本理念の第 2

項「誮もがほっとするよう

な景観」というのは、非常

にイメージが湧きやすい言

葉ですが、第 3 項の「誮が

見ても楽しくなるような景

観」というのが、どのよう

なものかイメージが湧きに

くいので、場合によっては

これが誤った方向に受け取

られかねない表現であるよ

うに感じるので対応願いま

す。 

説明資料 3  P-3 

○景観形成基本計画 P-4「景観形成の基本的な視点」で記述さ

れた文言をもとに、「三郷らしい個性が感じられる～」に修正

します。 
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整理 
番号 

指摘事項 対応事項 

7 

【景観の定義付けについて】 

●「景観とは」の定義で「見た

いもの、見やすいもの」とな

っていますが、それについて

はもう少し考えた方が良い

のではないか。 

説明資料 3 P-5 

○景観形成基本計画 P-7「景観の捉え方」で記述された文言

に差し替えます。 
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2．都市計画審議会の指摘事項と対応事項 
整理 
番号 

指摘事項 対応事項 

8 

【ゆとり景観ゾーンの田

んぼの景観について】 

●三郷市都市計画マスタ

ープラン（改訂中）では、

ゆとり景観ゾーンの半

分が「都市基盤整備検

討・候補地区」になって

おり、更に「産業立地ゾ

ーン」を合わせると、ゆ

とり景観ゾーンが無く

なってしまいます。 

市民の要望の多い「田ん

ぼの景観を残す」を市の

計画の中にしっかりと

組み入れて欲しい。 

説明資料 2 P-5 

○景観計画第３章２「市全体の景観形成方針」「ゆとり景観ゾー

ン」に下記の文言を追加します。 

 

「都市計画マスタープランに位置づけられる将来都市構造の産

業立地ゾーンにおいては、その土地利用がされる周囲を緑化す

るなど、周辺環境の調和に配慮した景観形成を図ります。」 
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整理 
番号 

指摘事項 対応事項 

9 

【駐車場の届出の対象に

ついて】 

●届出対象行為に駐車場は

含まれているのか。 

説明資料 2 P-9 

○届出対象行為に、新たに「4）土地の形質の変更」を追加し、駐車

場の届出も対象に含めることとします。 
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整理 
番号 

指摘事項 対応事項 

10 

【届出等の手続きにおけ

る事前協議について】 

●事前協議はどのように行

われるのか。 

説明資料 2 P-27 

○以下の「第 5 章 景観形成の推進体制と届出等の手続きに関する事

項 ２届出等の手続き」の流れに沿って行われます。また、地区計

画と同様の窓口での対応を考えております。 
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3．景観計画の策定及び景観条例の制定に係わる説明会の指

摘事項と対応事項 

整理 
番号 

指摘事項 対応事項 

11 

【電線地中化について】 

●電線・電柱の地中化をどのように考えて

いるのか。 

また今後における具体策はあるのか。 

○地中化に関しては、ＮＴＴや東京電力と協議を

行う必要や協議会を設立する等、大幅な時間が

必要になるので、現在のところ主なところ（駅

周辺）のみ地中化を行っております。 

○なお、それ以外のところでも裏配線が可能なと

ころは実施しております。 

12 

【届出内容について】 

●届出の内容はどの程度を考えているの

か。 

○届出の内容（提出書類等）は景観法に記述され

ております。 

○三郷市は、現段階で届出の具体的な内容は定め

ておりませんが、地区計画の提出図書を想定し

て頂ければ良いと思います。 

○なお、届出の景観形成基準は緩やかな基準を考

えおります。 

13 

【景観専門職員の採用について】 

●市の内部に、景観に関する専門的な職員

を採用するのか。 

○専門的な職員の採用は考えておりませんが、運

用開始後においては景観アドバイザーに委託

をし、バックアップを受ける方が効率的である

と考えております。 

14 

【景観形成効果の優先度について】 

●景観リーフレットに「良好な景観は来訪

者の増加を促し…」と記載されているが、

景観を良くして来訪者の増加を図る事が

第１優先ではなく、市民が快適に住める

ようになる事が第 1 優先ではないか。 

○ご意見を景観協議会等に提示致します。 

15 

【罰則規定について】 

●条例を進めるにあたり罰則規定を設けて

頂きたい。色合いは感覚ですからスーパ

ーなど商業系は罰則規定を設けて頂きた

い。 

○罰則規定は法で定めていますので適用するこ

ととなります。市の考え方としては、良い景観

を皆でつくっていきたいというのが基本なの

で、まず啓発活動を行う事が重要と考えており

ます。 

○また、色の誘導等は地区によって異なってくる

と思います。住居系では落ち着き、商業系では

賑わいが必要になってきます。 

16 

【景観計画と建築基準法の整合について】 

●高さ・広さ制限等に関して、建築基準法

との整合は取れているのか。 

○現在は考えておりません。 
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整理 
番号 

提案事項 対応事項 

17 

【景観形成に関する補助等について】 

●良い景観づくりを行いたいと考えている

が、経済状態が許さない人に対して、市

から補助をして頂けるのか。 

○届出に対しては、補助等は致しません。 

また、個人の経済状態から良い景観づくりがで

きないのであれば、補助金だけの問題ではなく

何かしらの検討が必要と思います。 

18 

【植栽の高さ制限について】 

●防犯の観点から植栽の高さを、子供の頭

が見えるくらいの高さにした方が良いと

思いますが、植栽の高さ制限の設定につ

いてどう考えているのか。 

○三郷中央地区ではブロック塀の高さ基準 1.5ｍ

以下に設定しております。 

19 

【緩やかな誘導の意味について】 

●緩やかな誘導とはどのようなものなの

か。 

○罰則があるから守らせようという事ではなく、

良好な景観をみんなでつくっていこうというこ

とが緩やかな基準の基本になります。広く皆様

（市民の方々）にお知らせして認識して頂くこ

とが重要になります。 

20 

【景観誘導について】 

●三郷中央駅地区は、現在整備が進んでい

るが今の段階から誘導等を徹底したらど

うか。 

●新三郷ららシティ地区は建て替え等に対

して今の内容（景観計画の基準）を示す

ようにしたらどうか。 

○左記を意見として景観協議会に提出させていた

だきますが、三郷市の景観計画及び景観条例に

基いて誘導等を行うことができるのは、平成 23

年 4 月（施行予定）以降になります。それまで

は、県の景観計画及び景観条例に基いて行うこ

ととなります。 

21 

【地区計画と景観計画の関連について】 

●地区計画と景観計画のからみはどうなっ

ているのか。 

○地区計画、景観計画の両方を守って頂くことに

なります。地区計画は都市計画法で景観計画は

景観法になります。また地区計画は数値的な基

準になり、景観計画は基本的に文言的（色彩を

除く）な基準になります。 

 

 


